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2018 年度研究プロジェクト　研究報告（医学部 4年生） 座長（化学）岡田みどり
腎移植患者における尿路感染の危険因子の考察 （腎臓外科）永木鈴子
HLA抗原のアミノ酸配列のミスマッチ数による腎移植後の de-novoDSA発生の予測の研究
 （腎臓外科）加藤悠花
本学学生における月経前症候群に関する検討 （学生健康管理室）堀之内佑季・長田裕子
視床における痛覚応答細胞の分布様式 （生理学（神経生理学分野））川島瑞希
重力負荷が神経細胞および骨格筋細胞の成長に及ぼす影響 （先端生命医科学研究所）宮口友里
コーヒーブレイク
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業「勤務環境改善プロジェクト」報告
 座長（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）本多祥子
診療，研究，教育の両立と勤務環境改善の試み （眼科学）小暮朗子
医局内業務マニュアルの作成，導入による若手医師の指導 （形成外科学）小濵麻衣
閉会の挨拶 （医学部長，放射線腫瘍学）唐澤久美子
〔ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業 
「勤務環境改善プロジェクト」報告〕
企画挨拶：勤務環境改善プロジェクト報告
（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）
 本多祥子　
　東京女子医科大学は，2016年度文部科学省科学技術人
材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ（特色型）」に採択されました．本事業は，研究
者のライフイベントおよびワークライフ・バランスに配
慮した研究環境の改善や，それに向けた機関内の意識改
革，女性研究者の裾野の拡大，女性研究者の研究力の向
上および上位職への積極登用に有効な，部局横断的な取
り組みなどを行う大学等を支援するものです．本学では，
実績をあげてきた従来のプロジェクトにさらに多様な視
点と発想を取り入れ，女性研究者の研究力向上・上位職
登用実現のための取り組みを進めております．その一環
東女医大誌 89(3):70-72,2019.6
―70―
